
年金広報・教育の取組みと在り方 

厚生労働省 小金井 雄司 氏 

司会 それでは、時間となりましたので、セッション「年金広報・教育の取組みと在り方」を

開始いたします。司会を務めさせていただきます、三井住友信託銀行の井出と申します。よろ

しくお願いいたします。今回は、少子高齢化という社会環境を踏まえ、公的年金に対する信頼

感の向上を図る年金広報の取組みについて、ご講演をいただきます。若い人にとって、高齢期

のことは先のことでもあって、経験もできません。自分のこととして実感が持てないという課

題については、企業年金も個人年金も同様にあると思っています。いろいろな意味で参考にな

ると思いますので、今回、ご講演をお願いしております。 

 本日のご講演は、現在開催されている年金広報検討会において、国民の目線に立った分かり

やすい年金広報の在り方についてご検討されております、厚生労働省年金局総務課年金広報企

画室の小金井雄司室長補佐に、ご解説をいただきます。小金井室長補佐は、1995 年に旧社会保

険庁に入庁され、2003 年から年金局年金課で年金制度改正、2011 年から年金局国際年金課で

社会保障協定に携わられました。その後、2020 年より、現在の年金局総務課年金広報企画室に

て、年金広報に従事されております。それでは、小金井様、よろしくお願い申し上げます。 

小金井 皆さん、おはようございます。厚生労働省年金局総務課年金広報企画室の小金井と申

します。本日は、よろしくお願いいたします。最初に、ここの会場はマスクの着用は任意と先

ほどお聞きしたのですが、一応、厚生労働省の職員でもありますので、感染対策は万全にとい

うことで、マスクを着けてお話しいたします。 

 最初に、この年次大会のプレゼンテーションということで、さまざまなプログラムが用意さ

れている中で、セッション C のお時間を頂きました。どうもありがとうございます。年金の広

報と教育の取組み方と在り方ということで、少しお話をいたします。事前にプログラムを頂い

ていまして、どのような話を皆さんがされるのか、他のセッションのタイトルを見ましたとこ

ろ、それぞれの発表者、講師の皆様ですね。日頃のいろいろな研究の成果や分析、今後の課題・

展望など、さまざまな話をされるようで、これから自分がお話しすることが趣旨にうまく沿っ

ているものかどうか不安なのですけれども、もしかすると、やや趣が違う話になってしまうか

もしれませんが、朝の一コマめのセッションですので、少しリラックスして耳を傾けていただ

ければと思っております。 
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 では、資料に沿って話を進めていきますが、事前に資料が既に展開されているということな

ので、もう目を通されている方も多くいらっしゃるかもしれません。タイトルが「年金の広報

と教育の取組み方と在り方」となっておりますが、われわれもマーケティングの専門家や教育

の専門家などではありません。今、年金はいろいろなところでいろいろな話題になりますが、

正しく理解してもらい、それぞれで考えてもらうようにするためにはどうしたらいいかという

ところで、日々取り組んでいます。その取組みがどのようなものであるかということを、少し

紹介をいたしますので、何かの参考になれば幸いです。 

 これをお聞きの皆さんも、今後、会社にはいろいろな部署があるかと思うのですが、宣伝な

どの部署にご異動される、あるいは、今、そちらのセクションに身を置かれている方もいるか

もしれませんが、その際に、今まで自分がやってきた分野とはまた違った、畑違いの仕事を急

にしなければいけなくなるようなこともあるかもしれません。そのようなときの参考になれば

よいかなと思っております。 
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 では、最初に、私が所属している年金広報企画室ができた経緯を簡単にお話しします。 

 

 

 

年金広報企画室は令和２年４月に年金局の中に設置されました。ですので、まだ１年半しか

たっていないのですが、それまでも年金の広報は細々と総務課の職員が何名かでやっていたの

ですけれども、少し体制を強化しようということで、総務課の中に一つの室を作って広報をや

っていこうということになった次第でございます。 

 そうは言っても、特別に専門家を集めた集団というわけでもなくて、ただ単に通常の人事異

動などで年金局内の職員が配置されたということですので、１年半前は、広報に関しては素人
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の集まりという感じでした。しかも、「若い世代への広報」と大きく言っているのですが、実

際に集められた職員が、40 代以上のおじさんばかり。私も先ほどの経歴の紹介で、いつから働

き始めたか紹介がありましたけれども、それから逆算すると 50 を過ぎて、おじさんばかりの

集まりでスタートということになりました。ですから、少し恥ずかしいのですけれども、わが

広報室は、40 代前半はまだ若手職員の部類に入るという、一昔前のプロレス団体のようになっ

ております。 

 年金の広報には二つの使命があると思っております。一つは、適切なタイミングで知っても

らうこと。もう一つが、常に広く皆様に知って、考えてもらうこと。この二つがあるのではな

いかとわれわれは考えております。 

一つめの①につきましては、広報の世界で広く一般に言われていることですので、年金に限

ったことではないのですが、例えば年金の世界で言いますと、５年に１回の財政検証のタイミ

ングで、年金制度が大きく変わる改正が行われます。改正されると、それぞれ改正の内容が順

を追って施行されていくわけですが、その施行のタイミングに合わせて内容を周知していくと

いうことになります。これは別に年金に限ったことではなく、他の世界でも、何かが変われば、

あるいは何かを新しく始めれば、それをきちんと広報していくということはあるので、それが

一つめの使命になります。 

 もう一つは、こちらが結構難しいことでした。常に広く知ってもらって、常に考えてもらう

ということですね。さらに②は二つに分かれまして、年金の場合で言いますと、「ミクロ的な

視点とマクロ的な視点」と書いてありますが、「個人単位」で考える場合と、「社会全体」で考

える場合、この二つに分かれると思っております。給付と負担を個人で考える場合、「幾らぐ

らい保険料を払ったら、どれぐらいの年金が受け取れる。」、そのようなところを考えるのが、

ミクロ的な視点です。もう一つは、経済・社会全体の中で年金制度が担っている役割などを考

えていくことがマクロ的な視点と、われわれは位置づけています。このマクロ的な視点をご理

解いただくことがなかなか難しいということがあり、このような視点からきちんと考えて、広

めていこうということで、広報企画室が昨年４月に設置されたということでございます。 

 年金広報企画室は年金局にありますので、年金の広報をやるのですが、一つの制度に特化し

て広報を考え、企画する部署が厚生労働省に前例がなく、今回、年金局が初めてということに

なります。社会保障全体として広報などを考えていく部署はあるのですが、単一の制度、労働

や介護、医療、年金などがありますけれども、そのような一つの法律に特化して広報していく、

それを検討していく部署は今回初めてできたということで、まだ日は浅いのですが、われわれ

の室がどのような成果を出すかによって、今後このような部署が省内にも増えてくるかもしれ

ないと思っているところでございます。 

 

17-4



 

 

 

 取組みの方に入っていきますが、ミクロ的な視点、マクロ的な視点、社会全体で年金制度を

考えていこうといったところで、どうしたらそのようなところを理解してもらえるのかという

ことになります。われわれは素人集団ですので、まず考えたことが、プロに聞こうということ

です。その道のプロがたくさんいらっしゃるので、われわれのような素人が集まってポスター

などのコンテンツを闇雲に作っても、いいものができるわけはない。これは事実なわけです、

はっきり言いますけれども。 

 

 

 

 ここで言う「いいもの」とは、コンテンツのクオリティーもそうですが、どれだけいいもの
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を作っても、見てもらえなかったり、響かなかったりすれば意味がないということがあります。

どのような伝え方をするのがいいのか、使い方も含めて、「きちんと伝わる広報」ということ

を今までわれわれはあまり意識してこなかったものですから、そこから学ばなければいけない

ということです。その道のプロの方々にお聞きしながら、一緒に年金の広報の在り方を考えて

いくということで、「年金広報検討会」というものができました。これは広報企画室ができる

更に 1 年前、平成 31 年 2 月にできました。 

 これまでいろいろな議論をしてきたのですが、この構成員を見ていただければ分かると思う

のですけれども、皆さんご存じかもしれませんが、例えば厚生労働省の年金局にある検討会と

いうことで言いますと、一番有名なものが、社会保障審議会年金部会。いわゆる社会保障審議

会の下にくっついているいろいろな部会、検討会が有名かと思うのですが、そのような検討会

でおなじみのものとは少し違った顔ぶれが並んでいることが分かると思います。原佳奈子さん

などは、社会保障審議会や年金部会でも委員をされていますので、おなじみかもしれません。 

 あとは、一番上の上田憲一郎教授ですね。帝京大学の経営学科の教授ですけれども、今、上

田先生に座長を務めていただいています。上田先生は、たしかＤＣだったかな。確定拠出年金

などの分野の専門家だったと思うのですが、そのようなところを通じて学生の方に社会保障を

教えて、ご自身もいろいろと研究をされている先生でございます。元々銀行にお勤めで、その

あと教授になられた方ですので、もしかすると、今日お話を聴いている方も知っているかもし

れないですね。先輩に当たる方、後輩に当たる方がいるのかもしれませんけれども、上田教授

に座長を務めていただいております。 

 １人ずつ紹介していくと時間がなくなってしまいますので、興味があれば、ネットなどで検

索して経歴などを見ていただければと思うのですが、もう１人、佐久間智之さん。少しお話を

しておこうかと思うのですが、現在、PRDESIGN JAPAN という会社の社長さんをやられていて、

もしかしたら皆さんご存じかもしれません。元々は佐久間さんも広報やデザインの会社ではな

くて、埼玉県の三芳町にお勤めになられていた公務員だったのですね。 

 自治体の広報紙がありますが、最近はあまり読まないかもしれません。あまり自分も読まな

いのですが、「広報世田谷」や「広報板橋」など、役所や役場が作っている市の広報物で広報紙

というものがあるのですけれども、その編集を一人で全てやっていたというすごい方で、印刷

以外は全て自分で作った。元々あった三芳町の広報紙が分かりにくいということで、全て自分

で作り替えたところ、非常に住民の方に響く、いい広報紙ができ上がったということで、ずっ

とそれを続けていたら、なんと、日本広報協会というところが主催している全国広報コンクー

ルで内閣総理大臣賞を取った。一番上の賞まで取るようなところまで行ったということで、す

ごい人なのですけれども、その後、三芳町を退職されて、現在はご自身で会社を起こして、引

き続きデザインなどをやっているという方です。 

 さすがに一人で広報物を作っていただけあって、ライターとしても優秀ですし、自ら写真も

撮る。フォトグラファーとしても活躍しているということで、先日もお会いしたのですが、い

ろいろなところで講演などをされているようで、「今日は広島行くんですよ」と大きなリュッ

クを背負っていたので、「何が入ってるんですか」と言ったら、「もちろん」と言ってカメラが

出て来たということで、広報の題材になりそうなものがあれば、社長自ら写真を撮ったりして、

いろいろなものを作っているのかなということで、やはりすごいなと思いました。 

 佐久間さんは本も何冊か書かれておりまして、自分も３冊か４冊ぐらい買って読んでいるの
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ですけれども、最初の頃は結構勉強になりました。今でも時々読み返しているのですが、広報

やマーケティングなどは本屋に行けばたくさん並んでいますし、どれも内容は素晴らしいもの

なのですけれども、あとは自分に合う・合わないなど、人それぞれになるので、たまたま自分

は佐久間さんの本が合っていたかなと思います。 

 何冊か出されている中で、必ず佐久間さんがどの本でも書かれているのですけれども、一つ

広報にとって非常に重要なことがあって、自分は個人的にこれが一番基本になるのではないか

と思うのですが、「伝えること」と「伝わること」はイコールではない。「伝える≠伝わる」と、

数式で言うとそのようになるのですかね。勘違いをしてしまうことが多いと思うのですが、伝

えようと思ったことが全てきちんと伝わるとは限らないので、そこをきちんと考えたうえで広

報などは作っていかなければいけないということを、佐久間さんは述べておられます。当たり

前のことですね。聞いた方も「そんなの分かってるよ」と思うと思うのですが、いざ自分たち

でポスターなどの広報資材を作ろうと思って実際に作業をしていると、ふと頭から抜け落ちて

しまうのですね。 

 というのも、これは経験があるかもしれませんけれども、広報物に限らず、資料などでもそ

うなのですが、「今度の会議用に資料を作るぞ」とみんなで協力して作っていると、だんだん

自分たちが作っているものに愛着が出てくるのです。わが子はかわいいというわけではないで

すが、勝手に「よし」と。「結構いいものできたから、みんな見たら驚くよね」、「みんな理解し

てくれるよね」と思ってしまうことは、よくあるかと思います。また、作っていくうちに、だ

んだん中身を練っていると、いろいろと付け加えたくなってしまったりするのですね。「あれ

も入れようか、これも取り入れようか」と付け加えた結果、そもそも最初に伝えたかったこと

が何だか分からなくなる。ごちゃごちゃになって、後から見返したら、ぼやけてしまったとい

う資料などが時々あります。 

 そのような形で、「これなら分かってもらえるだろう」、「これなら、みんなに見てもらえる

だろう」という、今風に言うと「刺さる」とよく言われますけれども、刺さる広告を作ったと

安心してしまう。ただ、これは大きな間違いを犯していて、しかも、それに気づいていないと

いうことになるのですが、この時点で、伝えることと伝わることはイコールではないというこ

とが頭から抜け落ちてしまっているのですね。伝わるかどうかは、調査やチェックなど、事前

にテストもしていないですし、「これ、どう？」と誰に聞いたわけでもない。確かに一生懸命

作ってはいるので、それは大変な労力なのですけれども、自分たちで作って、自分たちで満足

してしまっている。これは、広報物ではなくて、一般的な成果物といいますか、いろいろな資

料についても言えることなので、同じような経験のある方もいらっしゃるかもしれません。 

 その結果、いいものを作ったのに全く響かない、「今回は刺さらなかったね」ということに

なるわけです。ただ、自分たちは、作ったというところで変な達成感はあるので、「まあ、いい

か」と、そこで終わってしまうということがあります。変な言い訳をしてみたり、「時代がつ

いてこなかったかな」と言ったり～これは少し誇張した言い方ですが～、あげくの果てには、

「やっぱり年金制度は難しいからね」と他人事のようなことを言いだしたり。変に自分たちで

納得して、なぜだめだったのかあまり顧みなかったというようなことも、われわれは今まであ

りました。 

 結局、どれだけいいものを作っても、伝わらなければ広報としては 0 点で、本当に仮に時代

がついてこなかったのだとしても、それは時代を読み違えていますので、やはり 0 点なのです
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ね。「伝わる」ことをあまり考えずに今までやってきてしまったのではないかという反省も込

めて、広報検討会で皆様からいろいろなご助言やご意見をいただいて、とにかく横道にそれな

いように、きちんと作っていこうということでやっております。 

 よくありがちなことだとは思うのですね。自分が思っていた結果がうまく出なかった時に、

反省をしないのだけれども、しているようなことを言ってそのまま終わってしまうということ

は、よくあるかと思います。例えば、最近は聞かなくなりましたが、私はサッカーが好きで、

よく見るのです。サッカーの日本代表が今のように強くなる前に、代表戦で頑張るのだけれど

も負けてしまったりして、負けたあとにインタビューを選手がされるのですが、よく聞いたこ

とは、「自分たちのサッカーができなかったです」という、よく分からない言い訳というか、

敗者の弁ですね。一見、分析しているようなのですけれども、結局は敗因が何かつかめていな

い。自分たちのサッカーができなかったということは、戦術なり、戦略なり、自分たちのやろ

うとしていたことが全く相手に通じなかったということなのですが、「だから？」というとこ

ろで終わってしまうことと似ている。そのようなところは見直していかなければいけないなと

いうことで、昨年の４月からやっています。 

 ちなみに、サッカーファンの方に怒られてしまうので言いますけれども、今の日本代表は全

く違います。強くなっていますね。きちんと分析して、勝つサッカーができるようになってい

ると思います。負けないサッカーもできるようになっていますね。相手に勝ち点をやらないサ

ッカーですか。そのようなところまで今の日本代表は強くなっていますので、私も来年のワー

ルドカップが楽しみです。 

 

 

 

 少し横道にそれてしまいましたが、そのようなことがありましたので、まず、既存のコンテ

ンツにどのようなものがあるかを整理しました。それがこちらです。縦軸・横軸で書きました

が、縦軸は専門性です。上に専門性が高い方から、専門性が低い下に。物によっては難易度や

使いやすさなどに読み替えていただければよろしいです。横軸は、どれだけの人に広められる
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かという広さ。狭い範囲をターゲットにしている左から、広い範囲をターゲットにしている右

に。広報に触れることができる接触者数という感じで考えていただければと思いますが、年金

広報企画室の設置前が、どのようになっているのだろうということで整理をすると、このよう

な感じになっている。 

 左側が、対面。実際に人間どうしの触れ合い。右側の方が、インターネットやＤＭ、ポスタ

ー、チラシなど、いろいろな広報物です。左右に分けていますけれども、それなりに物はあっ

たのですね。ホームページもありましたし、ホームページには、いろいろな制度説明の動画や

漫画などもあった。年金広報企画室ができるちょうど１年前に年金広報検討会ができたと先ほ

ど申し上げましたけれども、年金広報検討会ができたあとに、学生との対話集会と、年金広報

コンテストと、年金ポータルというポータルサイトですね。こちらを作ったということがあり

ますので、年金広報企画室ができる１年以上前は、この三つがなかったという形になります。

そうすると、結構スカスカだということが分かると思うのですが、そのような状態でございま

した。 

 詳しく説明していくと時間がないので、後で主だったところを説明しますが、右上あたり、

ある程度専門性の高いものがホームページに載っていることが分かると思います。ただ、空白

の所が、今、できていないということになります。右上のホームページは横並びにしています

が、本当は中ほどにまとまってあると考えてください。それぞれのホームページの分かりやす

さや、触れる度合いの差を表しているわけではなく、右上中ほどにあると考えると、結構、隙

間があることに気づいたわけです。空いている中程度の専門性や右下の大勢が触れる入門的な

ところをまず埋めていくことが先なのではないかということで、活動を始めました。 

 

 

 

 今はどうかというところですが、開いている所を埋めてみたというような図になっています

けれども、学生の対話集会。大学で今までやっていたのですが、中学や高校でも始めました。

なかなか対話が中高生だと厳しいということもありましたけれども、モデル授業などをやり始
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めているところです。また、年金ポータル。横に書いていますけれども、大体年金ポータルと

重なるのですが、前回の法律改正で被用者保険の適用基準を見直しまして、短時間労働者の適

用基準も来年の 10 月に変わりますが、そのようなものを周知・広報する被用者保険の特設サ

イトを作りました。ガイドブックとチラシも一緒に作っています。 

 それから、右下です。漫画と動画と「見える化」Web という、これは何かということですが、

これまでもホームページで制度説明をしています。もちろん情報が古くなれば見直すことは必

要なのですが、ここの制度説明は、このままで役割としてはいいのだろうと。ただ、ここに行

く前の段階の土台となる知識をつけないと、誰でも気軽にホームページを見て制度を理解する

ということは、なかなか難しいのではないか。難しいこともあってお役所のホームページは見

ないのかもしれない。これは事実なので、言ってしまいますが、そのようなところもありまし

たので、広く皆さんに見ていただくという考え方はそのままに、少し専門性を落とした形で、

誰もが親しみやすいものを作ったらどうかということで、いろいろと考えました。 

 その結果、今までであれば、「じゃあ、またポスター作りますかね」という感じで自己満足

で作って、あまり効果がないというようなことをやっていたかもしれないのですが、いろいろ

と考えて作ろうということで、漫画と動画と、これは来年の４月からスタートします。今、作

っている途中ですので、実際に世に出ていないのですが、「見える化」Web と、この三つを作っ

ているということでございます。 

 

 

 

 全部は解説できないのですが、どのような内容のものをやっているかということで、設置さ

れた、あるいは始まった順で資料を並べましたので、一つ一つ簡単に説明をしていきます。こ

れは、年金対話集会、学生との対話集会ですね。広報企画室ができる１年前からやっておりま

すので、今年で３巡めというか、３年めという形になっております。われわれ年金局の職員が

全国の大学に行って、いろいろな学生の方と対話をする。社会保障などのゼミをやられている

教授の教室に行くことが多いのですが、そのようなところで対話を行っております。開催実績
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は、令和元年、２年、３年と増えてきて、 

 

 

 

今年はコロナの影響でオンラインでやっているということもあって、割と開催しやすいという

こともありますが、前期だけで 17 校ほどやっております。後期も先月から開始しまして、10

校ほどやろうということで、今、やっているところでございます。 

 

 

 

 もう一つ、これも広報企画室ができる１年前からやっているもので、今年がちょうど３年め

になるのですけれども、広報コンテスト。動画とポスターの二つの部門で、誰でも応募できる
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ということで、コンテストをやっています。あまり認知度がないので、応募作品がたくさん来

るというわけではないのですが、 

 

 

 

今年、やっとポスターが 100 件以上来ております。去年の 30 に比べれば、だいぶ来たかなと

いう感じはするのですが、締め切りは９月で、ちょうど今、受賞作の選考作業に入っていると

ころです。来週か再来週ぐらいに大臣賞が決まるかと思うのですが、大臣賞が決まれば、今月

末の 11 月 30 日が年金の日ということになっておりまして、ここで発表しようということで、

今、準備をしています。動画部門がなかなか数が増えてこないのですが、もし興味があれば、

来年も６月頃から募集が始まると思うので、応募してみていただいてもよいかなと思っており

ます。簡単な宣伝であれなのですが、このようなところをやっています。 
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 これは、先ほど申し上げました、社会保険の適用拡大に関する特設サイトになります。サイ

トも作って、ガイドブックも作って、チラシも作ってということでやっております。先ほど「伝

える」と「伝わる」はイコールではないと申し上げましたが、このようなものを作ったときに、

伝わるかどうかを事前に確認しないと、独りよがりで作っただけになってしまいますので、わ

れわれもサイトやガイドブックを作る時には、事前にユーザーテスト、モニター調査でいろい

ろな立場の方に見ていただいて、意見をもらいました。それを反映させて何度も試作品を作り

直して、やっとできたものが、形になっております。あまり今までやってこなかったのですが、

ちょうどこのサイトを作るところから、そのような手法を取り入れております。例えば、事業

主さんの立場の意見、短時間労働者、今度厚年に入るかもしれない国民年金第１号被保険者の

立場の方の意見や、第３号被保険者の方の意見などを取り入れて作ったものが、こちらの特設

サイトでございます。 
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 次は、厚労省のホームページは難しいので、もう少し簡単なものをということで作ったもの

が、この動画と漫画です。左側ですけれども、これは皆さんご存じかと思いますが、YouTube

で人気の動画があります。クイズを主体に面白い動画を作っている「QuizKnock（クイズノッ

ク）」というものがあるのですが、その方々にお願いをして、年金のクイズ動画を作ってもら

っております。なかなか好評で、今年の３月から公開したのですが、公開から約３か月で 59 万

回再生を記録して、先日見たら 71 万回ぐらい行っていて、QuizKnock さんが言うには「100 万

回再生は超えますね」と言ってくれていたので、われわれも楽しみにしているところでござい

ます。「よかったです」というコメントも多くて、年金の動画でも、「いいね」がたくさんつく

動画も作ろうと思えば作れるのだなと、われわれ自身が驚いたということでございます。 

 もう一つ、漫画ですね。これも、できるだけ中高生、あるいは小学生ぐらいでも見られるよ

うなものということで作りました。学研のウェブサイトに載っている漫画で、皆さんも子供の

頃、図書館などで見たことがあるかと思います。学研の「ひみつシリーズ」というものがずっ

と続いていて、最近では、書籍もあるのですが、学研の「キッズネット」というサイトに載っ

ていて、誰でも見られるようになっているということで、いろいろとわれわれも調べたのです

が、どうも生命保険の秘密というものが既にあったのですね。すごいものを作っているなと思

って驚いたのですが、学研の人に「年金はありますか」と言ったら、まだないということだっ

たので、作ってしまおうということで作りました。こちらも学研のサイトに載っておりますの

で、もしよかったら見ていただければと思います。 
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 今まで話したものは去年までの取組みで、今年に入ってからの取組みから二つほどお話しい

たします。 
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一つは、見える化のウェブサイトを先ほどお話ししましたが、今、年金額を試算しようと思う

と、日本年金機構が持っている「ねんきんネット」というものがあると思うのですが、そちら

にアクセスしていただいて試算すると、結構詳しく情報が出てきます。昔であれば、年金事務

所の窓口まで「私の年金額、見てもらえませんか」と行かなければいけなかったのですが、最

近は自宅でもすぐにできるので、いいのですけれども、ねんきんネットの利用者の数が思うよ

うに増えていない。それなりには増えているのですが、少し使い勝手の面では、ぱっと調べら

れるかというと、どうもそうではないらしいと。 

 やはり年金の個人情報などを扱っているので、認証などセキュリティーをがっちり固めてい

るので、最初に手続きしてアクセスをする時にいろいろな手間がかかる。アクセスキーを１回
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もらって、そのアクセスキーでアクセスしてから個人のＩＤが送られるなど、二段階認証にな

っていて、初めて使おうと思ってやりだすと、「すぐ使えないんだ」と諦めてしまう人も結構

いるようです。そのような方たち用に、ねんきんネットほど精緻な計算ではないのですけれど

も、もう少し簡単な試算ができる、もっとお手軽なものを作ろうということで、年金の「見え

る化」Web サイトというものを、今、作っております。 

 これは、スマホなどでサイトに行っていただいて、自分の働き方や報酬などを入れてピッと

押すと、試算結果が出ます。ねんきんネットほど精緻な結果にはならないのですが、少し手軽

に使えるものがあればということで、2022 年 4 月に向けて開発している途中でございます。

もう少しお待ちくださいということですね。2022 年 4 月になれば出てきますので、もしよか

ったら使ってみて、いろいろな場面で使えると思います。学生が使ってもいいですし、転職を

考えている人も使えますし、「そろそろ受給開始年齢だな」と思われる方も。そのような方は

ねんきんネットの方がいいのかもしれませんが、そのような使い方もできるということで、少

し利用者の目線に立ったものということで、このようなものを作っております。 
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 最後が学習教材ですけれども、今まで大学生との対話集会ということでいろいろとやってき

ましたが、それを今年から中高生に拡大いたしまして、今、モデル的に、１学期は三つ。高校

一つ、中学二つで年金のモデル授業をやってみました。 
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17-19



 

 

 

アンケートを取ったところ、それほど難しい話はしなかったので、 
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ある程度理解できたという結果が出ているのですが、幾つかあるうちで面白いものが、 
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「年金制度は必要だと思いますか」というアンケートを授業が終わったあとにやったところ、

高校生ですと、「必要ではない」ということがだんだん出てくるのですね。中学生だと、「分か

らない」というのは分からないのでしょうけれども、「必要である」と「分からない」が回答と

して出てきたという形になっております。やはり分かってくると、「よく考えたら、必要とは

思わないな」ということが高校生になってくると出てくることが分かりました。 

 

 

 

 なぜ必要だと思ったのかということも更に聞いてみたところ、老後の生活、病気やけが、支

え合いという形で、これは高校生も中学生もともに、ある程度必要だと思った方に対しては刺
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さっている。刺さるという表現を使ってしまいましたが、伝わっていることが分かりました。 

 

 

 

 では、必要ではないと思った方に対して理由を聞いてみたところ、さすがに中学生は、まだ

分からないというものが多かったようで、よく分からないということで「必要ではない」とつ

けたのではないかと思うのですが、将来きちんともらえるか不安ということは中学生でもある

ということと、まだ将来のことは考えていないということがある。高校生になりますと、さす

がにいろいろと考えていますから、「貯金しておくから大丈夫です」、「働くから大丈夫です」。

将来もらえるか不安ということもあるのですが、さすがに高校生になると「将来のことは考え

ていない」は０％で、きちんとみんな自分の未来、将来のことは考えているということで、違

った意味で安心はしたのですけれども、このような結果が出ています。 
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 一つだけ、これは実験的にやったのですけれども、中学生のアンケートを見ていたら、みん

な「理解できた」と丸をつけていたので、きちんと聴いてくれているのかわれわれの方が不安

になって、中学生も中学生ながらにそんたくして、われわれにいいような回答でされている方

もいるのではないかと考えられます。それと、アンケートを後日、先生に提出してもらったと

ころがあります。先生から回収してもらっているので、無記名にしたのですけれども、担任の

先生だと誰がどのようなアンケートを書いたか文字で分かってしまうので、「俺だけ理解でき

てないの、超恥ずかしいじゃん」と思うと、隣の人と相談しながら、とりあえず「理解できた」

に丸をつけておくかということもあったかもしれません。 

 この問いは、皆さんもよく見る３階建ての図～老齢、基礎、厚年、さらに私的年金という～

は資料に載せているのですけれども、時間の関係で話さなかった時があり、そのときに「分か

りましたか」と聞いたら、意外と「理解できた」が 59％あって、なぜかと思ったら、年金の先

ほどの学研の漫画を事前に配っていたので、それで見た方がいたということはあるのです。そ

れにしても少し「理解できた」が多かったかなと思うのですが、逆に「理解できなかった」も

かなり多かったので、やはりこのあたりは、中学生にとってはきちんと説明してあげないと分

からないところなのかなということが分かりました。 
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 このような授業を蓄積していきまして、今、学習用教材を作っているところでございます。

どのようなものを作っているかというと、中級編ですね。今、大学生との対話集会で使ってい

るものを、内容をもっとよくして、中級編を一つと、中学・高校でも使えるような初級編です

ね。少し中級編よりも易しいものということで、この二つを、今、作っているところでござい

ます。 

 

17-25



 

 

 

 

これは参考で見ていただければいいのですが、実際に作っている教材はこのような感じだとい

うことで、全て付けると 50 ページを超えてしまって、最初は付けていたのですが、ファイル

がお送りできない重さになってしまったので、頭の 10 ページですけれども、このようなもの

を作っております。 
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 実際に後期の対話集会は、先月から始まったと言いましたけれども、大学ではこれを使い始

めて、今、修正をしているところですので、またそのうち、ある程度内容が固まってきたとこ

ろで、年金広報検討会のような場でおひろめをしたいと思っているところです。 
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中高生向けも、後期も少しモデル授業をやりたいと思っておりまして、そのようなところでま

たブラッシュアップして、いいものを作っていきたいということで、このような形で取り組ん

でいます。 

 ひととおり資料に沿って話しましたが、それほど難しいことはわれわれはやっていないとい

うか、本来やるべきことが今までできていなかったという反省がたくさんあったということで、

そのようなところを一歩一歩反省しながら、今、高校および中高生向けの教育ですね。このよ

うなところの取組みをしているということでございます。少し最後は急ぎ足になって申し訳ご

ざいませんでしたが、質問コーナーを取るということですので、このあたりで私のお話は終わ

りにして、司会の井出さんにお戻しします。 

 

司会 小金井様、大変ありがとうございました。それでは、頂いている質問が一つあるので、

こちらについてご回答をお願いします。「今後、20 代、30 代の職員の配置や、マーケティング、

教育の専門家を招聘する予定はありますでしょうか」と。ご説明の中でお話があったような気

もしますが、お願いいたします。 

 

小金井 はい。質問、どうもありがとうございます。これは、われわれの広報企画室に新たに

ということでしょうか、それとも広報検討会にということでしょうか。 

 

司会 広報検討会にということだと思います。専門家という意味で、専門家が厚生労働省さん

にいるというわけではないと思いますので。 

 

小金井 そうですね。分かりました。一応、広報検討会の委員の方の話として、お答えを一旦

します。この広報検討会は、特に委員は定員が決まっていないので、われわれが何か広報とし

て展開していくときに、「こういった意見が聴きたいな」、「こういった知見を持っている方と
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お話ししたいな」ということがあればお願いをして、了承いただければ構成員になっていただ

くということでやっております。ですから、今、誰がということはないのですけれども、今後、

中高生のモデル授業や中高生向けの教育を考えていく上で、教育関係者、例えば学校の先生な

どが入ってくるようになるかもしれませんが、まだ検討中ですので、ここでは言えないのです

が、スタートした時は、先ほど申し上げた佐久間さんは入っていなかったのですね。途中から

委員に加わっていただいております。 

 あとは、国際大学の准教授の山口先生も最初は構成員ではなかったのですが、途中からお願

いして入っていただいた先生です。山口先生は、知っている人もいるかもしれませんが、炎上

のメカニズムを研究されていまして、うちも、先ほどあえて話さなかったのですが、今、ホー

ムページに載っている年金財政の漫画ですね。「年金子」と書いてトシカネコさんという女性

が出てくるのですが、その漫画が何年か前に炎上してしまったことがあって、その経緯を山口

先生が取り上げて分析されて、たしか本にも載っていると思います。見たことがあるかと思う

のですが、当然われわれは、炎上や「これはＮＧだ」など、そのようなところも気に留めなが

ら広報を作っていかなければいけないということで、ぜひ山口先生のお力をということで途中

から入っていただいたという形になります。今後も、必要であれば、われわれの欲しい見識を

お持ちの先生や著名な方がいらっしゃいましたら、お願いして、引き受けていただいたら構成

員に加わってもらうという形になるかなと思っております。 

 

司会 小金井様、ありがとうございます。それでは、残り時間が少しありますので、私からご

質問をさしあげたいと思います。「広報は、広く理解してもらい、考えてもらうという社会的

機運を醸成することが目的にある」というお話だったのですけれども、効果が見えにくい施策

ということだろうと思います。そのあたりについて、効果測定についての何か具体的なＫＰＩ

というか、測定用の基準というものは、お持ちなのでしょうか。 

 

小金井 ありがとうございます。これは、今、ご質問にあったとおり、非常に難しいのですね。

最近はポスターなどをあまり作らなくなったのは、効果が全く分からないのです。ポスターや

チラシなどは。非常にいいポスターだと、駅などに貼ってあるポスターが盗まれるなど、昔は

よくありましたけれども、それぐらいでないとみんなに響いていないことが分からないので、

広報のコンテンツがどれだけ効果があって、どれだけ広まっているかを知ることは、かなり難

しいというところはあります。ただ、インターネットの世界で考えますと、閲覧数や、先ほど

の動画ではないですけれども、そのようなものが一つの指標にはなるのですが、あれも、「い

いね」があれば本当にいいのか、視聴回数が 100 万を超えればいいのか一概には言えないので

すが、数が多ければ、それなりの人が見ているという一つの指標にはなるのではないかと思い

ます。 

 あとは、これはこれから何年かかかると思うのですけれども、今、20 歳になると国民年金に

加入します。大体、大学２年生や３年生ですね。そのときに、「年金って何？」ということにな

らないような世界ができてくれば、学生たちが中高生の時にうちの動画や漫画を見たりしたの

かなということで、何となく雰囲気で分かる。そのようなことはあるのかもしれませんが、「こ

の数値を使うと全部効果が取れますよ」というものは今のところなくて、今後どのようにして

いこうかということは、模索しているところでございます。回答になっていないかもしれませ
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んが、基本的にそのような指標は、今のところ、われわれの中ではないという回答になります。 

 「ないのにやってるのか」と言われると、それはそうなのですが、そこは今後の検討課題と

いうことで、「伝える」と「伝わる」はイコールではないというところがまた頭から落ちてい

ないかというお叱りがあると思いますので、そこは真摯に受け止めて、今後検討していきたい

と思っております。以上です。 

 

司会 小金井様、ありがとうございます。それでは、時間になりましたので、ここで終わりに

させていただきたいと思います。小金井様、本日は、お忙しい中ご講演いただき、大変にあり

がとうございました。また、ご参加いただきました皆様方におかれましても、大変にありがと

うございました。このあとのお時間で、ご質問やご感想について、スライドの方に投稿してい

ただけると大変にありがたいと思います。ぜひ感想の提出をお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして、セッション「年金広報の教育の取組みと在り方」について、

終了させていただきます。 
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